知的障害者に対する日帰り全身麻酔下の定期的メインテナンスの有用性 by 八木下 健 et al.
Vol.38　No　1 第50回　奥羽大学歯学会例会講演抄録 35
(35)
　 9)知的障害者に対する日帰 り全身麻酔下の定
期的メインテナンスの有用性
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【緒　言】当院では意識下のメインテナンスが十
分に行えない知的障害者は,全 身麻酔下で定期的
メインテナンスを行っている。今回,定 期的メイ
ンテナ ンスを行わず,症 状発現後に全身麻酔下歯
科治療を行っている知的障害者 と,全 身麻酔下で
定期的メインテナンスを行っている知的障害者の
治療内容をretrospectiveに比較検討 した。
【対象な らびに方法】2005年4月か ら2010年3
月までの過去5年 間に当院において 日帰 り全身麻
酔下歯科治療 を行 った知的障害者119名を対象と
した。それ らを,半年毎に定期的にメインテナン
スを行 っているcare群61名と,症状 が発現後に
全身麻酔下治療 を行 うcure群58名に分けて治療
内容 を比較検討 した。調査項 目は,性 別,合 併症,
1年あたりの意識下治療回数,全 身麻酔下治療回
数,抜 歯本数,歯 内療法回数,歯 冠修復回数とし
た。
【結　果】男女比は75:44,合併症 は知的障害
57名,てんかん30名,自閉症17名,ダウン症6名,
肥満4名,脳 性麻痺3名,歯 科恐怖症1名,異 常
拘扼反射1名 であった。
　cure群は1年 あた り意識下治療回数約2回,
全身麻酔下歯科治療約3回,抜 歯本数約2本,歯
内治療約1本,歯 冠修復回数5.5本であった。
　care群は1年 あた り意識下治療 回数約1回,
全身麻酔下歯科治療約2回,抜 歯本数約0.2本,
歯内治療約0.1本,歯冠修復回数約2本 であった。
　 これらのデータはすべて群間において有意差が
認められた。
【まとめ】半年毎にメインテナンスを行っている
care群は,症 状発現後に来院するcure群より抜
歯本数,抜 髄本数,根 管治療回数,歯 冠修復回数
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は激減 し,結果的に全身麻酔回数,来 院回数も少
なく済む ことが明 らかになった。
　全身麻酔の安全性や快適性が高まっていること
から,協 力度の低い知的障害者は全身麻酔下で定
期的メインテナンスを行 うことが有用であると思
われる。
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